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米づくりと

全住民に楽しい文化を

J1.-I

小山臼の原点は坂道の多い暮

･わしにあるが､その暮らしを古
-から支えてきたものは'水稲米作であるo

今日'米作は生産過剰という

ことで軽視されているが､戦時､戦後の食料難､闇米時代を経験したものにとって'米の価値はどのように強調してもしすぎではない｡また'日ごろ感じているのであるが､小山田の米はたいへんおいしい｡昨年インドにて'小麦を焼いてつ-ったチャパティ　(主食)なるものを味わった｡最初は珍しかったが'やがて食欲がな-なって困ったo生活が貧しいので､インドの農民は一週間に一回か二回しか食べないという米すら水分が少な-パサバサしており'日本の米とはとても比較にならないまずさであったo

不断から労せずしてお米をい

ただいているので､少々口はばったいが､どうかこれからもおいしい米をたくさんつくってほしいと願わずにはいられない｡統計によると'日本の食料の組合自給率(日本人の食料を日本国内にて供給できる割合)は年々低下し､昭和三十五年は九三であったのに'昭和五十四年は七六になったというO　そしてそこから米を除いてみると'驚-なかれ､穀物の自給率は八二から三三にまで激減するのである｡豊葦原瑞穂の国をなつかしむものにとって'正に異常事態としか思えない｡その中で米のみが自給率一〇三から一〇七へと増

えており'わたしたちの食生活の安定に大き-貢献しているのである｡小山田の住民として､昔も今も､米づ-り農家への期待は決して変わらないことを強調したい.

さて'最近小山田地区におい

ても'余暇を楽しみ'それぞれ自由かつ豊かな生活を営む傾向が強くなっている｡地区運動会や文化祭は年々楽し-華やかである｡運動会のあの仮装風景などは'写真を見ていても楽しさが伝わって-るようだ｡夏休みの子ども会の楽しそうな親子の行事'老人クラブのゲ1-ポール等の若やいだ活動'市民センターにて各種クラブ活動の盛況等々のように'小山田の現住民は､古来からの祭りや社寺詣り(昔はこれらが楽しい宗教文化行事であった)はいうまでもなく'多種多様の娯楽や文化を求めているのである｡

小山E]は坂道と水稲の草深い

田舎から脱皮しようとしている'すでに'ミルク道路をはじめとする交通路の整備'山林､農畑の再開発にきざしがみられる｡四日市市当局にも地区再開発の青写真があると開-｡この一大変革期にあたりへ小山田の住民は､1万において米づ-りの基盤を確保するとともに､他方において'住民の生活志向をより拡大させ､福祉に目を向け'すべての人々にとって'真に生きがいの感じられる楽しみの多い諸活動をより一層工夫し､創造したいものである｡　(中村)

小山田地区市民センター
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住みよい町に

堂ケ山町　市川

今日､子どもたちが健康でた

-まし-育ってほしいと思うのはすべての親の願いです｡ところが親の気持とは正反対に青少年の非行が増加の傾向にあります｡

児童生徒の登校拒否､校内暴
力､家庭内暴力事件など全国的に大きな社会問題となり'マスコミで報道されております｡

特に中学生の万引'喫煙､シ

ンナー遊び､不健全娯楽など非行が低年化の1途をたどっておりますo

これらの原因は決して単純な

ものでな-青少年をとりま-社会環境の悪化'進学競争のおちこぼれ'家庭においては､母親の出

和代　稼ぎによる子供の自由放
任主義やら'甘やかし'過保護など､問題も多-あり'もう一度､家庭を見直し､家庭教育の重要性を再認識し､一そう親と子の対話をすすめ'円満な家庭づ-りを'私たち親としての義務と責任を果たすように､心が

･けたいと思います｡

地域においても､社会福祉協
議会組織を中心に地区総ぐるみで青少年の非行化防止と健全育成をめざして､明るい家庭'住みよい町つ-りをおしすすめようではありませんか｡

暖かい日を′

鹿間町　山家多善男

その国の将来は'そのBilの子

供達を見ればよ-分かると言われているo　同じことは小山EE地区の将来は､小山田の子供達の健やかな成長にかかっていると言えるだろう｡

ところが現状はどうだろう

か?　すでに非行の低年令化はこの小山田の地にも押し寄せており､小学生の中にもいろいろと問題のあることが伝わっている｡

現在我々の子供会育成会には'

地区役員をはじめ各町委員'保護者全役員など'多数の人々が係わっており､スポーツに､レクリエーションにと､子供達といっしょになって'ボランティア活動を続けているが､残念ながら我々の力不足もあって､非行の芽を絶やすまでには至っていないrJ

子供達がより良き社会人とな

るためには'学校や家庭での教育やしっけだけでな- '地域社会の中で'いろいろな世代や環境の人々とかかわり合い､遊んだり､協力し合う'生きた社会勉強の場を与え'大人達がそれを暖かく見守ってやることが大切である｡

小山田の子供達を少しでも良

-しようと､関係団体が連携をとり'住民の方々も参加して､地域ぐるみで取り組んで頂ければ'それが大人達の連帯を深め､真の小山田の地域社会づ-りにつながるのではないだろうか｡

明るい町に′.

鹿間町一女　性

わたくしは'恵まれた風土と

環境の小山田地区の中で､感動Lt　喜び､苦しみ'また悩みつつ日々を過ごしています｡

そんなある日'小山田地区広
報の原稿募集の案内が目にとまり'文章を書-などとてもにが手な私ですが'少しでも小山田のみなさまにささやかな気持ちをお伝えできたらと思いますo

私は聴聞地区に住む小学校三
年と'保育園に通う子がいるまだまだ若い　(自分一人で思っている)母親です｡

最近感じたことですが'家族

の間で､近所の人どうLt　子どもどうLt　そしてお年寄りの方に明るい挨拶の声が聞かれないような気がしますo
あたたかい人間関係を作るた

めの基本は､簡単な挨拶から始まるのではないでしょうかo

私もここ数年'振り返ってみ

て大きな声で挨拶することを忘れているような気がしますo
｢あの人どこの人かなあ--?｣

｢あの子どもどこの子7--｣同じ地区にいてこんなことありませんか7

もっともっと小山田のた-さ

んの人と挨拶をかわしたら'ふれあいの輪を広げることができたら--活気のある明るい町に変身するのではないでしょうか｡
いま地域の人間関係を結び直

し､他地区に負けない積極的な小山田に変わらなければと思いますo

いつしか'小山田のナビも達

が大き-なった時'子どもの心の中に｢ふるさと小山田｣がなつかし-感じられる町になるよう願う次第ですo

小山田小六A　安田　生美
家から学校までの四十分あま

りの道を､私たちは登下校しています｡

登下校の道は､せまく'たく
さんの車が通りますo　中には'すごいスピードで横を通る事もあります｡そのたびに｢危ないなあ｣と思います｡

私は､通学班の班長として'

みんながけがをしないようこ無

暴な運転はしないでほしいと､いつも願っています｡

でも'いくら大人の人たちが
注意しても'私たち子供が気をつけなければどうにもなりません｡遺いっぱいに広がって歩いたことはありませんか?

大人が良い手本を見せないか

ら､子供たちだって交通安全という言葉を忘れてしまったのかも知れません｡

自分の命を守るため'1人1

人が交通安全を守るようにしたいものですQ



小山町　長谷川文教

のんびりとしたおおらかな町

･小山田はどこへ-｡｢ああ､昔はよかったoJという声をよく聞-｡食物･衣頬もあまりなく生活的に苦しい時代であったのにどこがよかったのか｡そして現在､私達は何不自由なく育ち'物質的にはめぐまれよき時代LJと思う｡でも'社会はどんよりと曇り､特に人間関係や精神的な面で暗黒化しっつあるD　そして私達の町へも･三･･o　最近､町で出合っても挨拶することが少な-なった｡年輩の方は､実に気持ちよ-会釈して話をする｡私もそうですが'今の若い人は'会釈さえしません｡そうした原因はどこにあるのでしょうか｡誰もが今の社会状況に流され忙し-なり､それだけ町の人とのつき合いも減ってきているのではo　そして､町､地区の運営に協力することは自分の収入を減ら

◎　地区広報おやまだ

♪すことになるし､目先の利害に

関係する人の集まりは大切にするが'それ以外のことについて人々と結びつこうとしないのが最近の特色になってきているD｢自分さえよければ｣　｢自分の家さえよけれは｣　｢金さえあれば｣という自己主義的な冷たい社会関係が私達をさらに強-取り囲むようになったo　生活苦･労働苦･環境苦はだれもか感じ不満を持っている｡だからこそ､この苦しみを･社会の矛盾を個人の問題とせず､みんなの問題として取り上け'考え'話し合う場を持ち､社会に訴えていかな-ては永遠に明るく住みよい町にはならないと思うO

住民のみなさんはあまりにも

身近すきて､また平和すぎて､町のよさ･地域社会の必要性を忘れているのではないでしょうか｡日常生活全般を適して互いに助け合いながら直接のかかわりあいを持ち'社会の流れに乗り遅れず'ヽまた流されず､しっかりとした方向性を持って時代の先取りをした町作りが必要ではないでしょうか｡すぼらしい町には､連帯感があふれ人々の自主的な助け合いや行動が盛んになっているo　まず最初に､自分自身が気軽に挨拶や会釈をかわせるようになり'楽し-誰とでも話し合える魅力ある人になることだと思う｡そして明るい町づ-りはそこに住む人からつ-っていかな-てはいけないのではないでしょうか｡

まず自転車から西陵中学校　金田潤一郎

私達の西陵中学校では､大部

分の生徒が自転車通学を行なっています｡自転車は私達にとって大切な交通の足なのですo　自転車通学には'楽しさもある反面私達の大切な命を一瞬にしてふきとばすほどの危険性もありますo　昨年もその犠牲者を出してしまいました｡

こんな事故をな-すために､

私達の学校には､交通安全委員

会が設置されています｡そして生徒の手で'自転車点検･登下校の指導を赦し-行なっていますcLかLt　それにもかかわらず､規則に反して勝手な行動をとる生徒がいるのも現状なのです｡私達は交通事故を他人事のように考えているのです｡が､私達が次の犠牲者になってからではもうとり返しがつきません｡

また､自転車は小さな交通の

足ですが､そのささいなルールを守れないような人間が'将来自動車やオー-バイに乗るようになったとき､はたしてそのルールを守ることができるでしょ

うかD　決してできないと思います｡交通ルールを守る厳しさが身についていないからですo　私達が､今､自転車に来るときの規則を守ることは､大人になってからの交通安全にもつながってい-のです｡

明日からてもおそ-はありま

せん｡今の､そして'これからの臼分臼身のために'臼分の命のために､｢交通安全はまず自転車から｣ ､これを今言葉に身近な交通ルールを確実に守っていこうではありませんか｡

年女子活動に

ご理解を■

いきがい農園

女子活部員

わが､小山田連合青年会に､

〟女子活動部〟なるものか誕生して早や1年と半年になりますo

LかLt　存在感は薄-まだま

だこれから--というのが実情です｡

部員の中でも'はっきりとし

た方向性がつかめきっていないため､その場'その場で行事を考え､それによる失敗も過去に見られました｡

小山田の女子活動部には〟問

題意識〟というものがな- ､そのため活動か継続化せず'やることに行き詰まりを感じてしま
･つ･･････O

個人個人が'生活している上

での現状に何か疑問を抱くこと

があるとしたなら､活動を通じて立ち上がり､それこそ女子活動として訴えてゆけるのでしょうが､残念ながらそういった問題らしい意識がないため､行事をやってきてはいるものの､今ひとつ盛りあがりが見られません｡

女子活に対する一般女子団員

の感じも少な- ､行事への参加も頼んでやっと来てもらうとか'返事だけで当日の参加は期待できないことが多い｡

また､世間一般の女子活に対

する理解もご-わずかで､女の子か夜出かけたり､遁-帰って来たりすると､ついつい悪く見られがちです｡

このように､大きな問題をか

かえている小山田連合青年会女子活動部ではありますが'部員の誰しもが女子活動の必要性を強-感じていますし､せっか-

この小山田に生まれたものなら消してしまいたくない少しでも成長させていきたい､そう願ってもいるのです｡
一年半を過

ごしてきたとはいえ'小山田の女子活動はこれからなのです｡

上から税む

のでなく､下

女子活動部の着付講習

からの声によって繁栄していきたいものです｡

また､青年団内にとどまらず'

婦人会､自治会等広-交流を求めて､更に活動に対する理解を深めていきたいと思います｡

それは'皆様あっての女子活動部です｡

今後とも'どうぞよろし-お

願いいたします｡



地区広報おやまだ　㊧

地区運動会仮装大会

現在のわれわれの組織では､

ある年令に達すれば退団Lt疎遠化しているようになっています｡もっと退団した団員も今後は時折り顔を出すなりして'後輩の指導や助言を頼って'人間関係を保ってほしいのです｡そして今後私たちか三十､四十'五十--と歳月を経てもなお､青年会活動への関心と期待が得られるのではないでしょうか｡

現状の青年会活動も'各町で
それぞれ自主的な活動を持っていますが､それは地域社会に貢献する面もあるものの､青年団団員たちのみの活動になっていると思います｡

現在､子ども'青年'成人､

老人層とそれぞれ活発な活動を

しているが､これら地区民すべてが一体となった活動や行事は比較的少ない｡より多くの人たちと交流ができるよう望みます｡

今後はもっと関係する年代層

だけの行事でな- ､他の年代'組織等が参加できる様な行事に'またその方向に行けるような催しが出来たらと思います.

こうしたことは'ひいては今

強-望まれている地域社会づくりの根底であり'基本であるかとも思います｡

てよい成績を残しました｡今年も尚1層の成果が上ることを確信いたしております｡

小山田地区体育振興
会も発足してから'十同年を迎えることができ､諸先非のご尽力により組織も立派に活動を展開しております｡

地域スポーツに参加し

連帯意観を高めよう

昨年の体力つ-り市民大会に

は'シンボルマークを染め込んだ地区旗が小山田地区選手団の先頭に掲けられ､堂々と入場行進が出来ました｡選手‥同より
i層糊結心か湧き､女子'ハレーボールはブロック優勝､男√ソ7-ボールもブロック準優勝ゲ-トボール'陸上競技も頑弧っ

地区運動会では仮装行列や抽
選を行ない趣向をこらして好評を得ました｡年々参加人員も増し'小学校のグランドでは狭さを感じる程です｡今年も年にl度の親畦と体力作りを兼ねた地区仕出の連帯意識が向上する唯1の

場となり地区発展の大きな力が生れることでしょう｡

スポーツは'チャンピオンシ

ノブを取るのも大切ですか'ただ勝つたけでな- '各種のスポーツやレクリエーション行事に参加して'実技を習得し､練習の態度を学び施設用具など公共的なものを利用するマナーを養うということに意為があると思います｡

どうか皆さんも各稗スポーツ

行事に参加して､健康で盟かな人格と社会性を養い'地域における連帯意識の較成に努めましょぅ｡(俸育s.hE WW#)

恵まれた自然の中
オリエンテーリング大会

子供会育成会

地区子供会主催の今年度最後

の行事として'小山田地区オリエンテーリング大会を､二月二十1日脚'旧三鈴中学跡地を基

点として行ないました｡

前日の雨のせいで少し足元が

よ-なかったですが､八十名近い参加があり､小山臼の恵まれた自然の中を楽し-一日駆けまわることができました｡

入賞者は次のとおりです｡

男子一位　伊藤光春､宮崎浩樹男子二位　平山書史､平山正人

小山田連合青年会の現状 

山田町38名(男24､女14) 

鹿間町32名(男16､女16) 

堂ケ山町45名(男31､女14) 

六名町2名(女2) 

和無田町18名(男11､女7) 

小山町23名(男8､女15) 

内山町9名(男5､女4) 

(56年度地区市民センター資料) 

.. ～_ 62上

平山幸弘'

女子一位　伊藤由美子

矢田智己'坂崎友子'平山かおり

家族一位　伊藤和哉'

古市智彦'

古市裕治長田珠美加藤珠美古市美紀古市さき



健康と親睦に/
ゲートボール盛況

最近ゲー-ボールが盛んにな

り'各地で楽し-おこなわれています｡

当地区でも'高令者が三年程
前より鹿間町を皮切りに各町で行なわれており､参加者も次第に増えつづけていますo

三月二十七日には､小山田老

人ホームで模範試合を行なうなど､ますます盛んになっています｡

このゲ1-ボールは'高令者

の連動に適し'健康や親睦に'またお互いが楽し-交流し合う場としても'大いに役立っていますo

フ

十年前から､地区

内各町でソ7-ボールチームがつ-られてきましたo　健康に親睦に､今では全町にチームがつくられ､練習や'試合ばかり

◎　地区広報あやまだ

iT　でなく地域社会に

役立つような奉仕活

動も行なわれています｡

各町チームは､小山臼体育振

興会としてまとまり'地域での体育発展に大きな役割りを果た

走れ′.
小山田イレブン

小山田サッカー少年団は'結

成以来四年になりますo

結成当時､メンバーは十数人

でしたが､毎年指導者､保護者の情熱で今年は五十九名の団員で毎日元気よ-練習に励んでいますo

_ー　　∴■ ･←　~･

L　　~-:.:i軍■.

J g .a

バドミントン同好会

サソカー少年団'

小山田ママさんバレークラブにつづいて'これも小学校pTAの発起で'昨年九月に｢小山田バ-ミン-ン同好会｣が発足しました｡

｣
一

●

!　　　.

､√今では市内はもちろん'県外にも遠征し試合をしています｡いつも好成績を残し､た-まし-成長しています｡今後とも地区のみなさん方のあたたかいご声援をお-りましょう.

lP

轍-　　軒

同好者三十五名､

毎週木曜日に小学校体育館で練習しています｡

健康保持と､親睦を目的とし
て'いまランニング､体操へ　そして基礎的な練習を行なっています｡

定員四十名で'学生以外の地
区内住民なら､老若男女を問わず入会することができます｡

みんなで
スポーツを

山田町　Y･Y

小山田広場(旧三輪中学校跡)

西陵中､小山田小学校など'スポーツをおこなうには､恵まれた施設がある｡市内中心部の人たちのように場所さかしをしなくてもよいo　ジョギングにはもってこいの道路もあるo　オリエ

ンテ-リングにも過した山林があるo

欲をいえばナイター設備がほ

しいことであるo

スポーツを通じて親睦をはか

り連帯感をもつことは､実にいいことであるC　だが実際に体験しなければこのことはわからな
_∨

そこで提案だが'一戸に一人

は参加できるスポーツを計画的に催してはいかがかと思う｡

小山臼が活気のある明るい町

に'住む人々の連携がより高まるのは'まずスポーツからと思う0

ママさんバレー

-小山田ヤング-

チーム名の
ように'いつも明る-若々しい気持ちで､健康保持､親睦をはかることを目的に､三年半前に結成されたチームてす｡

二十五歳から川十三歳までの
地1i内の家庭婦人十九名か､毎週水曜日'四校中学校で練習しています｡

市内家庭婦人バレーボール大

全プロノクで三位｡市内レクリエーションバレー大会のブロックで優勝など､日頃の成果を発揮しています｡いま部員を本態しています｡おハ丸軽にどうぞ｡
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グループ名 乖�:�?｢�

生花､茶道 冑員H憺vｩ?ｩn��

民踊 冑以��c��9�Yvｩ?ｩn��

詩吟 冑員Im益ｩ?ｩn��

民話 冑員Im益ｩ?ｩn��

書道 冑以��c"紿ｾ�vｩ?ｩn��

婦人会生花 冑以��c��9�Yvｩ?ｨﾍ�2�

くお問い合わせは地区市民センター(28-1004)まで)

巨

地区広報に寄せて
小山田地区連合自治会長　矢　田　善　衛

私達の小山田が'自然に恵

まれた明る-住みよい豊かな町であることを望むのは'共通した願いであると言えます｡

市民センターや､公共施設

を利用してのサークル活動を始め､各棟団体での自主活動､地区全体でのはし等が年々活発になってきていることは､新しいコミニティーを形成してゆ-なかで､自からの手で築かれてゆかなければならないものであることが'理解され浸透してきた成果てあると言えますo　これには何よりも地区の皆様方のご協力かあって始めて実現したものであると保-感謝する次第です｡

地域社会つ-りは､地域の

人々の連帯意識に支えられた

根強い日々の実践活動を通じて強成せられるもので､参加することに意義があると確信しております｡

また､地域振興での重要課

題である｢南北道路｣　の較偶は､地区住民の多年の念願であり､これか実現には､数多-の難題を抱えておりますが'皆様方の1致団結したご協力と､こ支援を仰がなければなりません｡地区の皆様方の九日重なご意見､ご提案とともに､さらに積極的な建設的なご意見を頂戴して､共通の場で考え'論じて､明日の町づ-りの資としてゆきたいと考えておりますので､よろし-お願い申し上げる次第ですC

好評でした-･---

はじめての文化祭

昨年十一月八

日'文化祭が､小学校pTA主催､地区諸団体連絡協議会共催

各町で高令者教室

時代は移りへ
社会は大き-餐っていくなかで､

でおこなわれました｡

盆栽'書道､生花､手芸品児童
作品'民踊､詩吟などの芸能発表､郷土資料展示､消防署の協力で防災用具展示､起宗車体験､ア

各町のお寺の本堂や集会所を会場にお借りして､老人会を対象マ無線実験､その他バザー､カラオケ大会など盛況でしたo

今年も地区をあけて文化祭を

催しましょう｡

とした高令者教室を開いています｡

健康でありたい'しあわせに

なりたい--これはみんなの共通した思いであり'願いであります｡

生きがい'そして充実した日

々を送ることができるように--と高令者教室では､｢老人の生活｣｢老人の果たす役割｣｢家庭のしあわせ｣｢世の中の情勢｣等より広い視野を求め'時代に遅れないようにと参加する人々の目は兵けんそのものです｡

この高令者教室は老人会員の
ほか､お若い方々の参加もいただき共に考え'話し合うことを望んでいますo



]

社　里神宮加　美

⑦　地区広報おやまだ

文･(総代)田中弘治郎

延･U‥式内　加古神社(山田町で士日日ケ瞭二i

八九番地)

一二祭神

にぎはやひのみことすさのをのみこと

ほか二十川桂

一､お然り日

としこい駄'　三月九日大祭　　　　　1月T日新じょう祭　十二月七日

一'こ神徳

にぎはやひのみことは､遠い

昔に神武天皇に従って日本国じゆうの悪い者を追.治され､平和で豊かな日本の出が出来るために'一生懸命に努力されました建国の大功労者です｡
すさのをのみことは､大肘…大

棉(あまてらすおおかみ)　の弟にあたる方で､昔出やli√の国(令の島根県)　にお住まいなされておられましたo　住民のしあわせを願って農作物の栽培をみんなに教え､豊かな楽しい社会をつ-るために努力をなさいました非常に弟六のあるおかたで､有名な｢八又の大蛇｣を退治して困っている人々を助けられましたo

私たちの身の上にふりかかっ

て-るいろいろの災経や､病気

の苦しみを救っていただく神様で'天王様とあがめられています･■
一'社名の由来

天地の怨みと'苗穂を史に二
倍'三伯とつけ加えていただく神様のお徳と'お力をたたえて｢加･::a(か,i)｣の名前かつけられたと云われておりますo

｢　ご山綿
千数+LE年の昔'清らかな水が

湧き出ている吉田ケ原の1隅に､私たちの祖先か住みつきました｡

山を耕してEFや畑をつ-り

その日その日の生きて行くための桜を栽培して､たのしい平和な生活をつづけておりましたo大きな杉の木の元に両を建てて

神を迎えました｡

災難や'畦柄を追い払い'福

を授けてもらうために仰して幾日年が経ちましたり
人-から千･;年の許'延卜汁(え

んき)年間には四日市中に六つの神社かありましたU　そのうちの1杜としてこの加･H神社の名前が誌されている古いお小目ですo

文永九年三月　(ヒ.～;〇九年

前二神主秦清大守綱安(はたせいたのかみつなやす)　は本殿及拝殿を軒建したと棟札(むなふた)　に記帳されていますo

応些花年二月(凹打二十三年
孤)　にも大修理したと湘=いてあり､正徳三年八月二十八日(二百六十八年前)時の舟(みかど)中御門(なかみかど)天皇より正1位の神位の宜下(せんけ)を賜わりましたので'正1位加㍍神社と申し上げるようになりました｡

‥

所として､広Y利用されていますっ

付記(昭和の始め頃の話)山田町の自慢は一つ'加(‥河の

拝殿｡二つ､には北川棟の永久倍(足見川上)o三つに､元小学校の講堂(昨年取り壊したもの)

文･佐野　進二

美里町由来記
青木倍を渡り､左へ曲がると

松林の広いム目地になる｡そのす-道の際に､立派な笹野記念碑と､｢左どうけ山｣と書かれた､長さ四十センチノー-ル､帖二十センチメ1-ル角-らいの道標が､草の中から頭を出している｡この細い山道を三キロメー-ル程行-と､山田･堂ケ山を結ぶ県道に出る｡その中間に西山･下河内を結ぶ山道がある｡西山へ行-には､鎌谷川があり'幅一尺'長さ二尺はどの道板が橋の役目をしている｡しかし'牛馬車は川の浅い所をいきなり渡って行-のである｡人は何やら話しながら足早に通り過ぎてし.＼

いつの頃か分らないが'野武

士達二十人ほどが､この松林の中に住みついた｡たぶん､この広い台地を切開いて農業を計画したのではないかと思うが､何を作ってもうま-いかず､食べ

るために菰野城下に出かけ夜盗を働いていた｡こんなことが度重なり､その夜も酒盛りをしてぐっすり寝こんだ所を'百人近い城の追手に見つかり､どうすることも出来ずに切られてしまった.頭領7人が近-の弁天谷に逃げこんだが'見つかって討たれ､みんな一緒に埋められてしまったのだった｡

それから長い年月が流れて'

開畑に挑戦する人が五'六軒､芙浪･尾張から来たが､財産をみんなつぎ込んだあけ-に失敗引き揚げてしまった｡そんな中に1軒だけが'苦心惨惜してこの地に止まったo　これが'現在の河合家であるD　これほど難儀な開畑をする人は'二度と現わ

れなかった｡それほど､美里町の地質は不毛の土地だったのである｡

それから二十数年の年月が過

ぎ､昭和十七､八年頃､時はまさに大平洋戦争の克っただなか､国を掲げて食桜の増産が叫ばれ､この地も､地元の応援を得て一息に開墾されたのである｡しかし'機械もな- ､肥料は少な-食べるにも事欠-時代である｡それに､疎開者･転職者等みんな素人百姓である｡山林を開墾することは並み大抵のことではな- ､何軒かは辛抱できずに'この地を後にした｡そして'何とか遂げた人たちが'現在の美里町を造り上げLJのである｡
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山　山西　内●　　　●柳川

文･竹内　淳有

われらの和無田町和無田町の起源は古-｢古事
記｣の時代へさかのぼることが

や蔓りるのそ)と

できる｡それは'倭建命が三重郡より釆女の杖衝坂に至る'いわゆる巡見街道が開けてからのことであり､当時この町を和田といった｡

奈良時代､御在所岳に弘法大

師が来られて､不動尊像をもって三岳寺を開かれた｡それ以来御在所岳は'真言大日如来の山

▲1';

として御岳信仰が盛んになり､全回]から修験者が集まり､入道

しー7ほう

ヶ岳がその修法の山となった｡一方'弘法大師は'御在所岳を
下って和無田に到着され'この地に一つも寺がない'人々の心が荒れているということで､観音菩薩のご彫刻をされ'観音寺

を創建された｡人々は喜び'この観音寺を中心に､六名の庄(和田'岸田､堂ケ山､中村'乗竹'鹿間)がまとまるようになった｡この寺を金剛山和合院観音寺といい'観音菩薩像は今に伝えるところである｡

奈良朝から平安朝にかけ'和

無EE観音寺のEEは天領となり､
ごJL)eうでん

御供田となったo　田も上田であり'よい米ができたのである｡四月七日のおEE打祭は､この天領のための祭りを言い'今に伝えるものである｡平安朝'御冷

おんpt上うし

泉院の御代､時の陰陽師で有名

<べのせいめい

な､阿部清明はこの観音寺に来て祈願をし､霊夢をこうむり'その後天下の陰陽師となり､藤原氏のために力をかした｡

和無田の庄屋は中沢家が長-

和無田歴史地図

つとめた｡中沢家は､清和源氏の流れを汲み､家は途絶えたが今日で三十一代に至る｡中沢家

土とほ

の弓道をした場所が的場である｡池を左に､内部川を右にして､背後に鈴鹿の山々を眺望することができ､自然の中で弓道を楽しむのに最もよい場所であったといえよう｡他に'黒田､井上'辻などが古い家である｡

和無田の池には島があり'弁
財天が安置され､白蛇がいた｡夏'田に水のない時､町内の人々が集まり'雨乞いの行事をした｡その時'太鼓をたたき､

さあさあふれよ雨ふれよ雨ふってた-まれよ

と､雨乞いの歌をうたった｡弁天さんは水の仏さまである｡弁天池で雨乞いをLt　また､鈴鹿山系の一つ雨乞岳にも登り､雨乞いをした｡この行事は'戦争を境に途絶えてしまった｡

時は寛正年中､小松中山寺に
滞在しておられた高田本山専修

ご　はっしe L人わし.<うにん

寺第十代御法主真意上人は'和無田へこられたC　当時の道は今の田の中にあり､上人は観音寺から的場の坂を上り､西の　｢山の神｣の前を通って光善寺にこられたo　光善寺は'今の和無田

や土ぶし

製茶の西にあり'そこに山伏の卦掛郷が修行をしていた.その

せいきeう

子に哲休法師がいた｡美濃坊は先の御在所三岳寺と関係の深い光善寺にいて'入道ケ岳の修法に参列する修験者の一人であった｡真恵上人から親鷲聖人の浄

人

土真宗の御教えを聞き'これぞ

正しき仏の御教えとさとり'すぐさま高田に転宗した｡境内の近-に在住していた中沢､辻､井上'黒田氏も深-帰依して'和無田の在所はすべて高田の同行となり'今日に至った｡嘗休法師は､伊勢の三家長野の工儀一家の嫡流である｡その折'真恵上人より六字のお名号を授かり'今に伝える｡

和無田の在所は､はじめは現
在の田にあった.古市場より内部川に沿って鹿間に至り'鹿間の馬頭観音を拝み､そして和無田に至り'観音寺にお参りして沓掛坂を登り､光善寺に参詣し巡見に至るのが当時の主要道であった｡在所は'内部川より低

かったために'たびたび水害に出会い'ついに江戸時代元禄の頃に､すべて現在の丘陵地帯に上がった｡

和田という地名は亀山藩に二

つあった｡一つは現在の亀山市の和田である｡他の一つは和無田の和田である｡はじめ､亀山の和田を南の和田と言い'和無田の和田を北の和田と言った｡ところが､どちらの和田かまざらわし-なり､人々が混同するために､北の和田を和無田と変更した｡和田で無いという意味である.これは江戸時代に変更され'今日にいたる.

また､長-亀山藩であった和

無田は'江戸末期に三重郡とな

り'明治には鈴鹿郡となった｡さらに'昭和二十九年四月に四日市市に加わり今日に至ったのである.

その他､農業用濯概用水｢マ

ンボ｣　があり'これは'江戸時代多くの人々の努力によってできたものであるが'今は水が少ない｡しかし､地理学会で有名になっており'見学者が絶えなヽ　0

.し･

しゃくq.A

また､光善寺に伝わる｢釈尊

ねは･<寸捜繋図｣は'江戸時代のものであるが､その大きさといい'絵画の手法のすぐれたものである｡毎年三月十五日に観音堂で拝観ができる｡

文･伊藤　正孝

平野新田開祖西山町の東端'平野新E]は､

田の小字名のごと-平野清左工門という方が京都から来られて当時竹薮と松林で欝蒼とした畳なお暗しという文字通りの林におおわれていた広大な林を開拓して田を作られましたo

西山は西が高く東が低いの

で､西の方に大池と上池と下地の三つの池を掘って､用水とし池には弁財天をお肥りになられました｡さらに､西山の氏神様

として､八所御霊神社を建立し八柱の大神様方を御謹請申し上げ､京都にお帰りになられました｡

この記録は現在､山田町の加
冨神社の御本殿に保管してございます｡

八所御霊神社御祭神名

さふ

一'文屋富麿公命

よこと　き,i

l'吉備最人公命

人こ

1.伊複親王命1㌧　橘大夫逸勢公命

ひろつぐき<

一'藤原麿嗣公命1,崇道警封の命

＼‖し

｢　藤原大人命

はのいかづち

｢　火雷の命

以上

八柱の大神様方は'明治四十

二年三月三十一日に山田町の加

富神社に合紀Lt　現在に至っております｡

延宝年中京都の産'平野
清左工門来りて平野新田を

うL(TL_

開拓､産土の神に八所御霊神を勧請し奉る用水のため池を作り耕財天を勧請して守護神とす.枝郷を西山と称す｡

平野新田開発恩師として
追善法要を巌修｡西山町法龍寺におきましては

平野新田開拓の恩師として労苦を感謝し'報恩のため､毎年四月の好日を選んで追善法要を致しております｡

今年は四月五日でございます｡
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文･伊藤　騨

山田の観音さん

二月十七日'十八日

山EE町では毎年観詐菩薩供養
を営む門わしになっていますo本年も皆様のご協力を得て盛大に催されました｡

大正九年に現在の観音堂が建

てられた時の記録によると｢此の二菩薩は当村の旧手長谷山万松寺の本尊にて後'深光山法源寺に安置されていたが廃寺となりし故に明治八年頃当山に預る｡万松寺廃寺後六右工門が保持セリと見え､六石工門観音ともいう｣万松寺については､現在定かでな-｢長谷｣　｢観音田｣と呼ぶ地名から旧寺を偲ぶより術とてないが､法源寺については簡単な資料から安政元年六月十四日の大地宗により庫樫､本堂共に倒壊｡それから二十年余り後になる明治六年､廃仏穀釈にょり廃寺となっている｡この廃寺と山EEとの関係等については詳かに出来ないが'本尊の観音菩薩を安性寺へ､お釈迦さんは暁覚寺へ預け'本堂を波木町の了信寺へ売払った記録が残されている｡

今から四百年の昔'この地方

はあちらこちらに小さな城､あるいは城とは呼ばれないような

･LI

土塁､とりで､柵が築かれ設けられて､思い思いに土豪たちがひしめき合っていた｡ある日突然に手下を引きつれた隣の土::潔が攻めこんで-るo　民家も稲もたちまち火をかけられ､恐ろしい刃物の嵐だ｡生首がころがり草は血糊にぬれる｡女たちは戦いの後のよいなくきみものだo夫役に狩り出され'夏の間の中に法螺貝が響き'絶叫が野を走るo　農民たちは暗い木立ちの中で息を殺してふるえ続ける｡夜が明け人影がなくなったのを見すまし恐る恐る草汀叫の家に何れは'わずかな道具はけ散らされ踏み-だかれ､今日の米さえ奪い去られている｡これは三重国

盗り物語の一節だが'戦国時代にはこれが現実の社会だったL)ろう｡

山田の農民'いや我々の祖先

がこんな時代にも耐えて土地を守り'部落の人々が助け合いながらの生活の中で何をよりどこ

∴

ろとし､何を求め生きてこられたか?　私の想像にしかすぎないが'寺､み仏にそのすべてが求やわれていた心情がうかがわれるのであるo

話は元に戻るか､本堂を売り

払い'本尊をどのようにしたも

観音堂(安性寺)

のか｡おそら-幾晩もの話し合いの中から決定をみたことと推察出来る｡本堂の売却代金がどのように処分されたかは現時点で詳らかにできなかっ

たが､当時の人々の願いとして観音さん'お釈迦さん共に末永く保有し遺志を継承してほしかったのではなかっただろうかo幸い先輩諸氏が立派に引き継がれてきた観音さん'お釈迦さんの供養を絶やすようなことがあってはならないし､将来も永-続けてもらいたいものである｡(註)

寛永十九年(一六四二)山田

の農民の一部が移住して内山が出来､

延宝年間二六七三-一六八
〇二尻郡の人平野清左二門が新田を開拓｡これが西山の始めであり'山田からも移住したo

文･矢田　哲

内山町の起こり

内山町遠望

資料によると寛永十九年二

六四二年)山田の農民の一部が移住して内山をつ-るとある｡お宮さんは天正十一年二五八三年)加古神社より分けて内山に紀られたようである｡内山へ移り住んだのはかなり前からのようである｡愛宕さん､山の神等俗地名が残っており'その地には祭神がまつられているのであろう｡

古い話としては､安政元年六

月十g]日大地霞があり'今の酪農組合の西あたりに青岩噴出し人々大いに恐れ､余宗が続-ので他出小屋を建てて1時過ごしたという｡その時､山田法源寺本堂'庫裡共倒壊した｡(安性寺の観音菩薩､晩覚寺のお釈迦さん共に配られている)

時に山田にはよい大工があり

｢俺の建てた家より安全な処なし｣と､地宗小屋を笑ったという｡その大工が内山へ仕事に通うのに､丁稚小僧に露払いさせて今の通学路を通ったので､昔は大工道といったのである｡

昔は分限者がいたo　その1人

久兵衛さんはお茶の売買で大いに産を成し'横浜へ商用に行き後年｢東京､横浜間を岡蒸気はスッと行-｣と､そのハイカラぶりを村の人々に話したという｡

手技み茶の製造がはやって､

製茶職人が旗をたてて江州(今の滋賀県)から往来した1人がある時'出稼ぎ先の角力大会に参加して土俵上で仁王立ちになったところ'その土地の若者が恐れて尻込みしたので｢弱虫じゃのう｣と笑ったところ｢角力

ふんどし

に負けるとは思わんがお前の得

の汚さに手が出ない｣と言ったとか--｡また､久さんなる喧嘩早い小男がおり'地回りと争うと股間をくぐり急所を突き上げるので､その素早さに人々は恐れたという｡

なお'史実としては戦国末期

に矢田監物が織田信長の軍と戦ったという記録がある｡

さらにさかのぼって'弘仁年

間(八一〇年)坂上臼村麿の支配下にあった時期もある｡

火事を起こさないように

注意しましょう

火事を起こし､家や財産を失

い､悲惨な思いをしている人が多-ありますo

当小山田ではここ数年'建物

の火事は発生していませんo Lかし､昨年1年間に市内で九十七件の火災が起き､そのうち'建物が五十五件､山林と枯草の火事が三十五件発生していますD

小山田地区では山林と枯草の

火事が三件だけでしたが､残念なことに'この火事で犠牲者が出ていることです｡

また､今年に入ってからも'

すでに三件の山火事が発生し'負傷者が出ています｡

どうかみなさん､昨年のよう

な悲惨なことが起きないよう｢たかが山林や枯革ぐらい｣とあなどらないで､家庭内における｢火の用心｣はもとより､山林や枯革の火事が起きないよう注意しましょう｡

磨
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◇地域振興に

ついて

明るい地域社会づくりをめざして
-市長をかこむ懇談会から-

去る10月19日､地区市民七二ノ9-において､　　育成についての課題のもとに懇談会か開催さ

各種団体長､各委員の代表37二呂か出席し､市　　　れました｡

側から市長のほか関係部課長か出席､地域振　　　　この席上での質疑応答､意見の発表の主な

興について､地域福ネ止について､看少年健全　　　ものは､次のとおりですo

一'地域振興のためには､

南北道路の早期実現が必要であるo

(連合自治全長)

道は'五十七年度中に統合を終わり'五十八年度以降にできるだけ早-実現するようにしたい､また'下大久保簡易水道との関連工事は'組合とも協議し'切替工事を本年度中に終わりたい｡

答　(建設部次長)
本年度､ミルク道路より県道

までの測量を予定している｡ルI-は､県道土山線(湯の山街道)川島地内へ接続する考えで'延長はル1-によって異なるが'約五け㍍､事業費は十数億となるので､Egl庫補助事業として県へ採択するよう働きかけている｡まず'測量を開始して手をつけるとともに､皆さん方のご協力をいただき推進していきたい｡

四㌧　鈴鹿市と和無田､鹿間

との市境界の確定及び排水路の整備と負担区分の明確化'一般生活排水'雨水排水の整備をお願いしたい｡

(和無臼､鹿間町自治会長)
答　(市長)

鈴鹿市との境界問題は'早く

解決しないとだんだんわからな-なってい-ため､総務部と協議して進めていただきたい｡

･--. 

に道が､ �,ﾈ�*B�

解と鈴鹿 儻�69�ﾂ�
決な鹿間 ��ﾙ*ﾈ�"�

雲真夏蓋警 �/�8ﾉ*ﾂ��ｨｪﾘ柑)��壕��ｭ"�
重量栗誓 �<X+X蕀�8ｮ"�

答　(水道局技術部長)

西山町東名阪国道以西は'水
沢簡易水道より給水しており､水道工事は､小山田地内の簡易水道を五十六年度中に上水道に切り替える計画で､水沢簡易水

(産業部長)農業排水については､昨年度

耕地課サイドにょり六〇㍍実施し､継続工事を施工中で'下流を担当する土木課との調整や'接点等について問題があるため土木課の計画と調整して対応していきたい｡

◇福祉問題に

ついての意見

福祉は'お互いの人権を尊重

し合い'連帯を深めて､市民の幸せを高めてい-ことが肝要である.住民が自ら考えへ自ら行動し､自ら率先して実践行動に移すことが'地域社会づ-りを進めるうえでも､地域福祉を高めてい-ためにも重要である｡

お互いが友人として'隣人と

して､社会の恩恵が受けられるような気風を畦成してい-ことから始め､実践活動は､具体的な課題について地区の合意を得ながら連帯してあたらなければならないo l人ぐらしの老人'ねたきり老人､障害者など各種の情報を提供し合い､問題の発掘'把握をして'検討を加えなければならない｡また'国際障害者年を契機に'如何ように実践活動を具体化すればよいか｡ボランティアとして障害者の催しに参加するほか'資金カンパに応ずる等も参加実践の一例である｡

また'地域的な課題として'

福祉情報のネッ-ワーク化､友

愛訪問'世代交流の催し､スポーツ､レクリエーション'文化の伝承等具体化していかなければならない｡

(地区民生委月会長)

◇青少年健全育成
についての意見

青少年の間塔については'現

状より悪-しない努力と'小山田地区だけでな-､市全体として､他の市町村より青少年にとって住みやすい町づ-りが必要である｡小山田地内の通学路をとってみても'坂道､山道が多-'不良化､痴漢問題等発生しやすい環境にある｡せめて､自転車の通れるような幅の通学路を検討し､整備をしてほしい｡

青少年の指導については'き

めこまかい配慮が必要であり､広報板に'各地区での活動状況をPRする等すれば'地域､家

庭での取り組みができるよ,つになるのではないか｡また､中卒者の敗職者に対する対策を考えるべきで､休日'夜間も利用できる相談を'センターで実施できないものか｡

(中P副会長)

団地開発について

(市長の概要説明抜すい)

団地開発の対象地が､農振
法にもとず-農用地の指定となっております｡市農業委員会では'条件付でこの地域の開発活用に同意をしております｡この計画を'本市の全体計画の中に組み込んで'理論づけをなし､国'県に承認を

させなければなりませんo　地区の皆さんから要望が出されていることは十分承知しており､要請にこたえる方向で市'地元が一体となって進めていきたいと考えておりますのでご協力方をお願いする次第ですo



⑪　地区広報おやまだ

身体障害をお持ちの方々のた

めの福祉諸施策のうち'主なものをご紹介します｡ご利用洩れのないように'また､不明の点はお気軽に各地区の民生委員にお尋ね下さるようにお願いします｡(このお知らせで｢手帳｣とは｢身体障害者手帳｣を'1級とか二級､一種･11種は｢身体障害者手帳｣に示された障害の等級･種別をいいます)
一､更生促進のための援護施策

川更生相談-医療･生活･職

業等の相談に応じます｡外出できない方には出張相談も｡

脚更生(育成)医療の給付･･･

身体障害の軽減･除去のための入･通院医療費の1部または全部をお手伝いします｡

仙補装具の交付･修理-盲人
用安全杖･義眼･眼鏡･点字器･補聴器･人工喉頭･義肢･装具･車椅子･歩行器･歩行補助杖･収尿器等｡

㈲施設入(過)所-特別な医

学的治療･生活訓練･職業訓練等が必要な方や､居宅では自立が困難な重度障害

の方のために'いろいろな種類の施設があり､それぞれに通した施設をご利用頂きます｡

糊日常生活用具の給付･貸与

〔給付〕湯沸器･浴槽･盲人用時計･サウンドマスター特別寂台等〔貸与〕福祉電話(対象は所得税非課税世帯)

㈲家庭奉仕員等の派遣-家庭

奉仕員は'日常生活に支障のある家庭を週1.二回訪問して炊事･洗濯･掃除･相談等のサ～ビスを行います｡また'介護者(家族)の病気等による一時的な日常生活の支障には介護人を派遣する制度もあります｡

二'年金･手当

障害年金･障害福祉年金･福祉手当･特別児童扶養手当･四日市市重症心身障害手当等の制度があります｡

三､医療((心身障害者医療助成

制度)-Tユニ級の障害者の医療費(健康保険の本人負担分)を還付します｡
甲税金･･･所得税･市県民税に

ついて-7.二級の方は特別障害者控除､三-六級の方は

障害者控除が適用されます｡

五'鉄道･バス運賃の割引

国鉄･私鉄は､一種の方は本人'介護人共半額に二一種の方は片道i O Iほい以上乗車の場合に本人のみ半額｡また､バスは乗車距離に関係なく'一種の方は本人'介護人共'二種の方は本人のみ半額にo⑳私鉄利用以外は市民センターで割引証をもらって下さい｡(手帳と⑳が必要)
六､NHK受信料の減免

1身体障害者のいる貧困世帯

は受信料が免除｡

2視覚'聴覚障害者または二
二級の肢体障害者が世帯主(契約者)である世帯は受信料が半額に｡

-小山田地区民生委員-

小山田地区社会福祉協議会

青少年健全育成協議会が発足しました
健康づくり推進協議会

かねてより各方面で望まれて

いた地区社会福祉協議会･青少年健全育成協議会･健康づ-り推進協議会が'昨年十二月一日発足しました｡

国民の日常生活が､高度成長

政策によって豊かになった半面'私達の身辺には大きな変動が起こり'従来の考え方や'手だてではどうにも解決できない問題が発生してきております｡

特に'福祉にかかわる問題を

はじめ､青少年間琴健康の問題等地域ぐるみでともに考え'ともに発議し､ともに活動していかなければならない諸問題が出てきております｡これらの間者について､地域が連帯して実践活動をしてい-のが協議会の目的です｡

この組織は､自主的な住民組
織である自治会を主体にして'各種団体長､各委員の方々を参事としてお迎えLt参画をいただいております｡

具体的な活動は､五十七年四
月から行なってい-予定ですが'すでに次の方から善意のご寄付をいただいております｡今後､広範な地区社会福祉施策に活用させていただきます｡

以来'三件のご芳志をいただ

き､四十二万四千五百十六円となっております｡その内訳は､｢鹿間町'安藤正一氏より
全快祝のお返しとして｡

｢　六名町､中村宜輿氏より
ご子息宜幸様忌明けに際Lt香典返しの1部として.

一㌧　その他一件

小山田で

一番長生き
されている方々は､次の方です｡いつまでもお元気で′

男性では､内山町
平尾源右工門さん　九十四歳

明治二十年九月十五日生

女性では'山田町

矢田ナいろつさん　九十七歳

明治十七年九月一日生

小山田地区の人口(57.1現在)

町別 ��)���B�人口 
早(人) 傚r��ﾂ��汁(人) 

山田町 田s��##r��879 ��ﾃ��"�1,891(234) 

西山町 ��3��267 �3���568 

小山町 ��C"�295 �3�B�599 

内山町 鉄2�116 ���r�233 

六名町 鼎2�97 ���"�199 

堂ケ山町 ���R�242 �#C��491 

美里町 �3��70 鉄��129 

鹿間町 �##r�455 鼎S��913 

和無田町 涛b�206 �#���424 

計 ��ﾃS�B�2,627 �"ﾃ�#��5,447 

(　)小山田老人福祉施設

◎昨年､地区の皆さんの善意の寄附が次のとおり寄せられまLf=C

共同募金(法人を含む)　　　　　　　日赤杜貝増強運動

地区目標書房　233,700円　　　　　　　特別社員　6世帯　　　8,0()0円

地区実績額　254,890円　109%　　普通社員1.007世帯302,600円

賛助　貝　　76世帯　　20,500円

歳末助け合い募金　　　　　　　　　　　　　計　　1,089世帯　331,1()O円

地区目標額　　73,800円

地区実績頓　　73,800円　100%　社会を明るくする運動　　52,860円
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わた-したち

の先祖から使われてきた生活用具や､農耕機具を保有し'子孫に伝､え'お年寄りには昔をなつかしんでいただきまた､子どもたちの教材にと､郷土資料集めが小学校

築し保存してい-までへ小学校の旧用務員室(旧プール上)を整備して郷土資料館にしています｡

今後､管理運営は自治会や地
区社会福祉協議会などで行なわれる予定です｡

pTAにより六年前から進められました｡
これらは'昨年の文化

祭にも展示されましたが､地区の方々の協力で貴重なものが多-集められています｡

将来､郷土資料館を新

小学校に三階建

増築工事完成

昨年より着工しておりました

小学校の三階増築工事がこのほど完成しました｡

二二五力年間'給食室'管理
棟'プール'体育館等毎年施設の新築が行なわれ'今年度の特別教室(音楽室'図書室)完成をもって､一応同一敷地に学校施設がまとめられたことになります｡

苦の面影は

門柱と樹木のみに

昨年の講堂の取りこわしにつ

図

地区市民セン

タ-では現在､小､中学生向き図書'文学全集､図鑑'成人用小説､趣味'スポTツ'百科事典など二三〇〇冊あまりあり'小学生や7般成人の方に広-貸し出し利用しています｡

昨年は'青年

会活動の一環として'各家庭で読まれた後の不用の本'眠っている図書の　｢持ち寄り運動｣と

一般の寄贈'さらに'本年は自治会の協力を得て新し-購入し'さらに充実をはかっていきますので､せいぜいご利用-ださい｡
本年度の月別貸出し内訳
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シンボル鰻まる榊阿
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転鮮鵠㌍㌍で囲んで図幣
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づき､大正'昭和ニケタ生まれの卒業生には懐かしい'当時としては新しい講堂前の四つの教室も､この四月には取りこわされる予定です｡

したがって

旧正門の門柱と樹木が旧小山田小学校の昔をしのばせて-れるのみとなりますo

受けよう検診
守ろうわが身を′

小山田婦人会長　樋口よしゑ

みんなが結核についての正し

い知識を身につけ､すすんでレン-ゲン検診を受けましょう｡

目下市内のある調査でも'ま
だまだ潜在的な患者がかなりおられるようです｡まず､何よりも第一に､レン-ゲン検診を受けて早期発見につとめるようのぞみます｡

四日市市婦人全逓協では'現
在こうした潜行しっつ､静かに増加する結核の実態を理解していただくため'この運動にとりくんでいますD

忘れかけている結核について

も､成人病と同様にみなさんの関心を高め､一人でも多-の人がこの検診を受け'日常生活の中に｢栄養｣｢運動し｢休養｣の三つの柱をバランスよ-取り入れて､家族の健康は主婦の手で守りましょう｡

lBP. '集後記,◆地区広報第二号発行にあたり｢明るい町づ-り｣を主テーマに原稿を募集したところ､多-の方々から原稿をお寄せいただきありがとうございました｡地域に関心をもつ人が多く何よりのよろこびでありますo◆なかでも､各町各話は､第一号に続いて'その町や､町の神社仏閣等'由来をわかりやす-説明され'今後'私たちの生活のなかで大きな資となることと思います｡◆紙面の都合上､原稿の1部を割愛させていただきましたが'あしからずご了承-ださい｡◆今後共､地域住民の連携や'発展を期すため､地区広報紙がその1端でも役立てば幸いです｡より紙面を充実させていきたいと思いますので'ご協力をお願いします｡


